


はじめに

情報発信には、「収集」「提供」「持続」の3段階が存在する
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● 社会情報学科である木村ゼミは、情報を扱う取り組みを行っている

● 情報発信の過程には、「収集」「提供」「持続」という
3つの段階が存在する

収集 持続提供
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情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ

提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

それぞれのテーマに関する問い

➡ それに答える形で、異なる3つの取り組みについての発表を行う
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情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ

提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

第一に、「収集」をテーマとする問いに答える



表形式データの収集
〜有価証券報告書の表を対象として〜

社会情報学科 3年
佐藤 栄作

収集：データの収集にはどのような課題があるのか



本研究の背景とは

オープンデータ化が進み、Web上で多くのデータが公開されている
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オープンデータ：国や地方公共団体が公開している、
　　    誰もが利用可能なデータ。

❶　オープンライセンス：二次利用の条件が緩い

❷　オープンフォーマット：特定のソフトウェアが不要

❸　機械判読可能：一般に表形式データ

 表形式データに注目



● 表には様々な種類がある

○ 各セルは、エンティティ（固有名詞）、属性、値に分類される

○ 項目名（1行1列目）のセルの種類の組み合わせにより、表の種類が変化

● 各セルの種類を判別できなければ、表の比較ができない

TabNet: 表の意味構造を理解するハイブリッド型深層ニューラルネットワーク (西田ら, 2018)

関係データベース 属性と値のペア 行列の項目が固有名詞

ウェブサイトに含まれる表の特徴とは



KDD 2021 Tutorial: From Tables to Knowledge: Recent Advances in Table Understanding

表の理解の難しさとは

KDD 2021と呼ばれる国際会議のチュートリアル
においても、表の理解の難しさが示された

● 表記ゆれ : 組織名、会社名、企業名 ...
● 曖昧性 : (前年度の)合計、(今年度の)合計 …
● 正規化 : 100万円、1,000,000円 …

項目名を比較する際の難しさ

表の理解のためには、
「各セルの意味の理解」が必要である



● 有価証券報告書：上場企業等の事業・経理報告書

○ XBRLの導入により、表の理解に取り組んでいる

● XBRL：XMLベースの言語。タクソノミとインスタンスを用いて、
 各セルに意味付けをする。

○ タクソノミ：要素の種類や属性（要素名）を設定

○ インスタンス：値に対しての期間、通貨単位などを設定

表の理解が望まれている場面は？
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 タクソノミに注目する



タクソノミがあるとどうなる？

「各セルの意味」を定義し、表の理解への手掛かりとなる
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  十分に付与されているのか？
XBRLにおけるタクソノミ及びインスタンスのイメージ

要素の定義

数値データ or 文字列データ

名称の定義

どのようなデータか
　ex) 売上高、純利益、企業名



本研究の目的とは

TOPIX100の有価証券報告書に含まれる

　表形式データの収集の問題点を明らかにする
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収集対象とする有価証券報告書

○ TOPIX100：TOPIX（東証株価指数）を構成する銘柄のうち、
 流動性と時価総額の高い100銘柄を算出対象として
 選定した株価指数

○ 対象年：2016(平成28年) 〜 2021(令和3)年の5年間

○ 対象報告書数：482



本研究の目的とは

以下の問いに答える
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Q-1 表形式データの数はいくつであるか

Q-2 タクソノミはどの程度付与されているか

Q-3 年度間や会社間でタクソノミに差異はあるのか



Q-1　表形式データはいくつであるか

表形式データの総数は、「107,034」である
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○ 総数：107,034
○ 平均：221.9

TOPIX100の有価証券報告書に含まれる tableタグ数（一部）

○ 最大値：526
○ 最小値：103



Q-2　タクソノミはどの程度付与されているのか

タクソノミの付与率は30％以下である
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● 1セクションあたり最高でも約31%しか付与されていない

● 3つのセクション以外、ほとんど付与されていない

有価証券報告書におけるセクション別のタクソノミの有無



Q-3　年度間や会社間でタクソノミに差異はあるのか

年度間でタクソノミに大きく差がある
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およそ1.7倍に増加している
※法律の改正によるものと思われる

年度毎によるXBRLタグの数

現時点で提出されている報告書数自体が少ない



表形式データを収集する際の課題とは

主に2つの問題点が示された
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● タクソノミの付与率が30％以下である

○ タクソノミが付与されていないと、所望のデータの収集や
比較ができない

● 70％以上の表を活用するには、セルタイプの自動識別が必要

○ 年度や会社間で増減するタクソノミに対応する必要がある



情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ
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提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要

「収集」をテーマとする問いに対し、以下の答えが得られた



収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要
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情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ

提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

第二に、「提供」をテーマとする問いに答える



Flutter、ミニアプリ構造による
保守性の高い情報提供アプリの開発

社会情報学科 3年
吉岡 晃汰

提供：どのように安定した情報提供の基盤を構築するのか



現代における情報提供のあり方とは

スマホの普及に伴うア

プリ市場の隆盛
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情報提供の手法としてのアプリ

一人当たり　月
間利用平均ア
プリ数

⬆アプリの世界累計リリース数 推移

40個

一人当たり　　日
間平均アプリ利
用時間

4.8時間

引用元：https://www.appannie.com/jp/go/state-of-mobile-2022/
https://ja.appa.pe/reports/whitepaper-mobilemarket-2021  

https://www.appannie.com/jp/go/state-of-mobile-2022/
https://ja.appa.pe/reports/whitepaper-mobilemarket-2021


アプリ開発に存在する2つの課題
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● 開発の負担が大きい

現在は様々な角度からの情報提供、双方向的な情報提供など多機能、

機能が増えることに比例して負担も大きくなる

● 環境の違い

iOS、AndroidやWebなどの様々なプラットフォームがあり、

それぞれ使用言語やコードを変化させる必要がある

OS 開発環境 言語

         Android Android Studio java, C#, Kotlin

         iOS Xcode Objective-C, Swift

Android、iOS両方に対
応させようとすると二種
類の言語を学び、コード
も二つ必要！



<Flutterでの開発>

解決策となる技術「Flutter」

FlutterFlutter
Googleによって開発されたフレームワーク

マルチプラットフォーム開発に対応している

<一般的な開発>

「環境の違い」への対処



解決策となる構造「ミニアプリ構造」

App
App

ミニアプリ構造
アプリの中にアプリを作成すること

機能別に開発することができる

「開発の負担」の軽減
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Tap!



OUCnavi：Flutterで制作されたアプリ
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OUCnavi：ミニアプリ構造が用いられたホーム画面
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Q&A Box 　      佐久間千佳

暖かい教室から、
冷たい先生まで聞けるQ&A

Weather Report   藤原里紗

地獄坂どうなっているかな天気予報

Cafemap           新井田瑠璃

商大生がおすすめしあうカフェマップ

Skill Sharing　 内山莉々菜

個々の学生のスキルを活かした
お小遣い稼ぎ

Timetable             佐藤栄作

商大生の生活スタイルに合わせた
カウントダウン式時刻表

Taxi                      奥山和樹

商大生の伝統を引き継ぐ
タクシー相乗りアプリ



OUCnavi：ミニアプリ構造で開発された機能
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https://docs.google.com/file/d/1a1eOViWJX88e7dr_OHf79MzWyczV9yt_/preview


どのように安定した情報提供の基盤を構築するのか
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Flutter、ミニアプリ構造を用いて開発を行うことで
安定した情報提供の基盤を構築できる

Flutt
er

Flutter
Google開発のフレームワーク

マルチプラットフォーム開発に対応

「環境の違い」への対処

App
App

ミニアプリ構造
アプリの中にアプリを作成すること

機能別に開発することができる

「開発の負担」の軽減
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情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ

提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

・Flutterを用いて、多様な　
環境に対応させる

・ミニアプリ構造で設計す　る
ことで、チーム開発を　行い
やすくし、開発者の　負担を
軽減する

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要

「提供」をテーマとする問いに対し、以下の答えが得られた



提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

・Flutterを用いて、多様な　
環境に対応させる

・ミニアプリ構造で設計す　る
ことで、チーム開発を　行い
やすくし、開発者の　負担を
軽減する

情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか
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収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要

第三に、「持続」をテーマとする問いに答える



合成音声技術を用いた
引き継ぎ問題の解決とその環境の持続

社会情報学科 3年
齊藤 竜成
奥山 和樹

維持：どのように動画による情報提供を持続させるのか



情報提供の維持において、現在どのような背景と課題があるか
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大学生による部活/サークル/ゼミなどの活動において、
頻繁に引き継ぎ作業が発生
▶例えば動画による情報発信などがある

背
景

課
題

個人に依存しすぎた作業が存在し、引き継ぎが困難に
▶メンバーが動画の公開終了を希望する、
　情報発信のクオリティが変わってしまうなどすることも



容易な引継ぎに必要な条件とは

● 個人に対する依存の排除

○ 誰が作成しても一定のクオリティが担保される

○ 個人の環境に影響されない
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スキル 使いやすい

場所 機材



個人に依存しやすい作業とは

動画制作において個人に強く依存する作業

　➡ 個人やその環境の影響によってクオリティが変化するもの
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 　動画撮影、ナレーション



条件を満たす制作様式とは
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肉声 AquesTalk VOICEROID VOICEVOX VOICEPEAK

音声の精度 〇 ✕ △ △ ◎

操作性 〇 〇 △ △ ◎

商用フリー 〇 △ △ 〇 ◎

非属人性 ✕ 〇 〇 〇 〇

キャラクター性
（identity） 〇 〇 〇 〇 ✕

VOICEPEAK  誰が作成しても
一定のクオリティが担保される
AI音声合成による高性能な音声出力
容易に調整が可能なUIデザイン

個人の環境に影響されない

声質、機材の有無、

声を出せる場所かに影響しない

しかし
identityを1から作る必要がある



目的、何を明らかにするのか、どのような問題を解決するのか

目的
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本研究では、動画作成をする際に、キャラクターの Identity を保ちつつ、

引き継ぎ問題を解決できる方法を提案し、有効であることを明らかにする。

● 個人に依存せず引き継ぎが容易な方法とはどのようなものか

Identity を保つ　→ 3姉妹 twitter による性格、特徴の継続 （Voicepeakだと、identityが十分でない）

引き継ぎ問題  →  VOICEPEAKを利用した動画作成

● キャラクター性がない合成音声を使う場合、どのようにしてアイデンティティを保つのか



制作開始〜

動画撮影・ロケ
８日目〜

構成・台本制作
１４日目〜

音声収録
２１日目〜

動画編集

制作開始〜

動画撮影・ロケ
８日目〜

構成・VoicePeak出力
１４日目〜

動画編集 音声収録とセリフを同時に行え
動画制作の効率化に貢献

キャラクターの引き継ぎ問題を解決する方法とは

■VoicePeakの導入により動画制作効率化して引き継ぎ問題を解決

導入前

導入後

■VoicePeakは視聴者を減らさずに引き継ぎ問題を解決

導入前の動画 導入後の動画



VoicePeakを導入して動画はどのように変化したか

導入前 導入後

http://www.youtube.com/watch?v=Z3ZEbCMY0wM&t=381
http://www.youtube.com/watch?v=HvgYsZf083A&t=10


キャラクターの
イメージにあった
ナレーションを実現

さらに...

キャラクターのアイデンティティを確立、維持させるには

■キャラクターごとに異なるタイプの情報をSNSで提供

SAIによる小樽の紹介

EMAによる学生向け情報提供

無感情 NOI

■声色の調整
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提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

・Flutterを用いて、多様な　
環境に対応させる

・ミニアプリ構造で設計す　る
ことで、チーム開発を　行い
やすくし、開発者の　負担を
軽減する

情報の「収集」「提供」「持続」という3つのテーマ

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

・VoicePeakを用いて動画制　
作を効率化し、引き継ぎ問　題
を解決した

・キャラクターにあわせた　　
SNS運用でアイデンティ　　ティ
を確立・維持し、一貫　した情
報提供を持続化させ　た

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要

「持続」をテーマとする問いに対し、以下の答えが得られた
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持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

・Flutterを用いて、多様な環
境に対応させる

・ミニアプリ構造で設計するこ
とで、チーム開発を行いやす
くし、開発者の負担を軽減す
る

まとめ

● 「収集」「提供」「持続」という３つのテーマに関する問い

→ それに答える形で、異なる3つの取り組みについての発表を行った

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要

VoicePeakを用いて動画制作
を効率化し、引き継ぎ問題を解
決した

キャラクターにあわせたSNS運
用でアイデンティティを確立・維
持し、一貫した情報提供を持続
化させた

提供：どのように安定し

た情報提供の基盤を構
築するのか

・Flutterを用いて、多様な　
環境に対応させる

・ミニアプリ構造で設計す　る
ことで、チーム開発を　行い
やすくし、開発者の　負担を
軽減する

持続：どのように動画に

よる情報提供を持続させ
るのか

・VoicePeakを用いて動画制　
作を効率化し、引き継ぎ問　題
を解決した

・キャラクターにあわせた　　
SNS運用でアイデンティ　　ティ
を確立・維持し、一貫　した情
報提供を持続化させ　た

収集：データの収集には

どのような課題があるの
か

表、有価証券報告書では

・タクソノミの付与率が
　30％以下である

・70％以上の表を比較する　
ためには、セルタイプの　自
動識別が必要


